


市民の力で支えあい、一人ひとりが主役の笑顔あふれるまち柳井4

２.県道 柳井上関線伊保庄バイパス

長年の課題と取組
県道柳井上関線は柳井市と上関町を結ぶ幹線道路であり、緊急輸送
道路に指定されています。また、周東総合病院へのアクセス道路と
なっているとともに、沿道に国立病院機構柳井医療センターや介護
施設が立地しているなど、市民生活にとっても重要な道路です。
　その反面、当該区間には、道幅の狭い箇所や急なカーブで見通し
の悪い箇所、歩道のない箇所があるなど、安全で円滑な交通に支障
をきたしています。
　これらの課題を解消するため、山口県が当該区間のバイパス整備
を行っています。

進捗状況とこれから
全体延長６．９㎞のうち約３．７㎞が開通しており、現在は残る３．
２㎞のうち八幡団地付近までの約２．０㎞について、令和３年度中
の開通に向けて工事を進めています（右図）。

期待される効果
●救急医療機関への搬送時間の短縮

●地域間の移動時間の短縮 ●歩行者や自転車利用者の通行の安全確保

●柳井市中心部や病院・介護施設へのアクセス性の向上

幹線道路の整備によって広域的な連携がより容易となり、産業振興や観光振興
につながっていくことが期待されます。地域と地域を結び、未来への架け橋と
なる幹線道路整備をこれからも積極的に進めてまいります。

③ ④

▲県道柳井上関線の見通しの悪いカーブ

① ②
▲供用区間（南浜グラウンド付近） ▲現道と新道の分岐点（瀬越）

▲次期供用区間（中郷） ▲残区間（青木バス停付近）▲次期供用区間（岡河内）
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●地域間交流の促進 ●災害時等における代替道路の確保


